
令和１年１２月　　日

協議会名： 周南市地域公共交通会議

評価対象事業名： バリアフリー化設備等整備事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

村瀬千恵
（介護タクシー クローバー）

福祉タクシー車両の導入 Ａ
事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

Ａ

計画開始の平成30年度か
ら毎年度１台増加させる計
画に対し、この事業により１
台増加した。

本事業の認知度が低いため、
福祉担当部局や地域公共交通
会議などを介し、周知を図る。

資料１-１

-
1
-



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　高齢者や障害者の社会参加を促進するため、移動の手段を確保することは、誰もが住み慣れた地域でいきいきと暮
らすために重要な課題である。ドア・ツー・ドアの輸送を行うことができるタクシー事業は、この課題の解決を図るために
大きな期待のかかる事業であり、病気や障害等の理由で通常の車両が利用できない方も、福祉タクシー車両を活用す
ることにより、外出の機会が広がり、生活の豊かさを高めることができる。今後とも、福祉タクシー車両の増加に対する
利用者や介護タクシー事業者からのニーズに対応していくため、国の補助制度などを積極的に活用し、地域内の福祉
タクシー車両の導入を支援していく。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について
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